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本年も新型コロナウイルス禍ではあり、新規感染者は２６万人を超えましたが、以前ほど

の深刻さはなかったように思います。オミクロン株は、感染力は強くとも重症化リスクは少

なく、自宅待機＆解熱鎮痛剤の服用が奨励され、医療ひっ迫状況回避が主眼におかれました。

そして、国としては、1日あたりの海外渡航者の入国制限撤廃や全国旅行支援など、経済優

先の施策が実施されました。 

また本年は、ウクライナ侵攻によるエネルギー問題や急激な円安、安倍元総理の死去に伴

う国葬問題や旧統一協会問題など、暗い話題も多く、直近のサッカーワールドカップにおけ

る欧州の強国、ドイツ、スペイン戦の勝利は、今年一番の明るい話題であったように思いま

す。 

 

そんな中、ドラッグストアは地域生活者へのニーズを十二分に満たすため、スイッチ化さ

れた抗原検査キットの販売拡大、解熱鎮痛剤の確保・販売等に力を入れてきました。ただ、

2022年度からの調剤報酬改定の影響や電気料金のアップ、物価上昇への対応など、マイナス

要因も少なからずありました。 

 

ＪＡＣＤＳでは、「尊敬される企業集団」を目指し、ＳＤＧｓ推進活動に一層の力を入れ、

食品ロス削減キャンペーンやトイレタリーメーカーと共同でプラスチック商品の自主回収

の実証実験等を行ってきました。「ＪＡＣＤＳ版受診勧奨ガイドライン」の作成・配布は、ド

ラッグストアの相談機能を一層高めるものと期待されています。 

 

 新たな２０２３年を迎えるにあたり、本日、次の２点をお届けいたします。 

１．一般社団法人日本チェーンドラッグストア協会 会長 年頭所感 

２．２０２２年の実施内容と今後の事業計画 

 

報道関係の皆さまには引き続き、ＪＡＣＤＳの活動に対し、ご協力並びにご支援を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 
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一般社団法人日本チェーンドラッグストア協会 会長 年頭所感 

 

あけましておめでとうございます。本年も宜しくお願い致します。 

新型コロナウイルスの感染や今もなお後遺症で苦しんでおられる多くの皆さまにお見舞い申し上げます。 

 

昨年も 1日の新規感染者が過去最高の 26万人を記録した第 7波があり、そして今現在もインフルエンザとの

ダブル流行が懸念される第 8波が言われています。4回目接種、さらに 5回目のオミクロン株対応ワクチンの接

種が推奨されていますが、以前ほどの深刻さはないように見えます。医療の非常事態などは都道府県知事に委

ねられ、国は全国旅行支援で外出を奨励するように経済活動を優先しています。抗原検査キットのスイッチ OTC

化が実現し今後の私達の役割も変化してきています。この様な大きな変化の中で JACDSが果たす役割は大き

く、商品供給から地域支援まで幅広い領域で活動する事となりました。2023年私達は以下に示す事柄について

積極的に活動してまいります。 

 

 

①環境に配慮したリサイクル社会への取り組み 

 

JACDSでは、SDGｓ推進委員会等を通じ、プラスチックごみの削減や食品ロス削減に向けた環境に配慮した持続

的な事業活動に向けて取り組んでおります。そして、多くの生活必需品を取り扱う事業者としての責任を認識

し、使い終わった日用品の空き容器の回収などの実証実験を行ない実効性の確認をいたします。 

 

 

②ドラッグストア薬剤師の育成への取り組み 

 

ドラッグストアの調剤比率は年々高まっています。調剤は薬剤師の専権業務ではありますが、OTC医薬品や健康

食品、サプリメントとの飲み合わせの知識が欠かせません。2025年から進行する後期高齢者は 1500万人から

2200万人に膨張する事で医療問題は大きく変わらざるを得ないのです。そのような観点からこれからのドラッ

グストア薬剤師の在り方に焦点をあてた「薬剤師フォーラム」の開催を予定しています。 

 

 

③医薬品登録販売者の資質向上への取り組み 

 

医薬品登録販売者はドラッグストア業界発展のキーマンと言っても過言ではありません。その役割は、大き

く、資質向上への取り組みが欠かせません。それが地域生活者への大きなメリットになります。JACDSでは、学

術・調査研究委員会が医薬品登録販売者による活動を想定し「JACDS版受診勧奨ガイドライン」を作成しまし

た。いまはまだ４症状についてのみとなっておりますが各社の活用状況によっては、さらに症状を増やしてい

きたいと思います。 

 

 

④「食と健康」をドラッグストアの柱とする取り組み 

 

食と健康は切っても切れない関係にあることは誰もが認めるところです。しかし、食の機能性をお客様にきち

んとアピールすることはむずかしい課題です。JACDSでは、ドラッグストア店舗において、実証実験を重ね、そ

の報告書を公開しました。特に、店舗における表現においては、消費者庁と何度も意見交換し、健康に資する

「食」についての「考え方・扱い方」について取りまとめております。現在は、「食と健康アドバイザー制度」

の構築を目指して、街の健康ハブステーション推進委員会⇒健活ステーション推進委員会が活動中です。  
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⑤行政書式統一等の行政改革要望の取り組み 

 

各自治体で異なる行政手続書類の統一を要望しています。チェーンストアにおいては、都道府県、市区町村に

おける申請書類の書式の違いが効率化の大きなネックです。ＤＸが声高に言われていても、地方自治の名のも

とにメスの入れられていない実態があります。デジタルの遅れは国や企業の生産性低下の原因でもあり改善提

案を行ってまいります。 

 

 

⑥JACDS顧問会によるロビー活動の強化 

 

昨年、協会内に顧問会を設置しました。これはシニア経営層の皆さまによる任意の会員組織であり、主に、

JACDS政治連盟とも連動し、中長期の政策提言を行ないます。これまでの規制を緩和し、地域生活者の健康に寄

与するため、医療用医薬品や検査薬、検査キットのスイッチ OTC化をはじめとする多くの課題に対し、顧問会

を通じたロビー活動を展開してまいります。 

 

 

⑦他団体と連携し、ともに発展する 

 

JACDSは、日本薬剤師会、日本保険薬局協会とともに、薬業三団体として、連携をより密にして、国民の健康・

医療問題に取り組んでまいります。また、製薬団体や製薬卸団体とも意見交換をし、医薬業界全体の発展を目

指していきます。さらに、流通小売団体とは深刻な物流問題などについて、効率的な共同配送等への取組みを

研究し進めていきたいと考えます。 

 

 

いまやドラッグストアは地域になくてはならない存在となり、業界自体も 10兆円産業に手の届く位置まで近づ

きました。社会的責任の重さを感じないわけにはいきません。それと合わせて、一般生活者の健康に関して、

医療や環境の問題などにも積極的に発言してまいります。 

会長就任と同時に唱えました「尊敬される企業集団を目指す」活動を、本年はさらに加速したいと思います。 

本年が皆さまにとって良い年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

２０２３（令和５）年１月１日  

一般社団法人日本チェーンドラッグストア協会   

会長 池野隆光    

【第 168号－3】 



 

NEWS RELEASE ［第 168号］ 2022年 12月 9日 
 

 

ＪＡＣＤＳにおける２０２２年の実施内容と今後の事業計画 

■２０２２（令和４）年の内容 

１）第 22回 JAPANドラッグストアショー3年ぶりのリアル開催 

２）新型コロナウイルス抗原検査キットの OTC化要望⇒第 1類への移行なる 

３）受診勧奨ガイドラインの作成・配布 セミナーも開催 

４）サーキュラーエコノミープロジェクト（CEP）活動 

５）ウクライナ人道危機に対する救援募金⇒金色有功章（盾）をいただく 

６）JACDS健康生活拠点（健活ステーション）化推進計画を発表 

７）顧問会を設置 

８）そらぷちキッズキャンプ支援（過去最高の 25百万円を寄付） 

９）OTC医薬品普及啓発イベントに連続出展 

  10）万引き防止や地球温暖化対策への啓発活動 

11）城西大コミュニティファーマシーインターンシップを継続実施 

12）医薬品情報提供 声かけ強化キャンペーンを実施 

  13）食品ロス削減啓発キャンペーンを開催 

■今後の事業計画 

１．全体的目標 

 「尊敬される企業集団を目指す」 

  「２０２５年にドラッグストア業界を１０兆円産業にする」 

２． 基本テーマ 

１）「尊敬される企業集団」としての協会活動の推進 

２）予防・治療・介護の拠点たるドラッグストアづくり 

３）業界全体でのＳＤＧｓの取り組み推進 

４）業種を超えた業界団体連携による情報共有 

５）「健活ステーション」機能確立への環境づくり 

６）調剤、介護、食と健康の普及拡大、健康寿命延伸の研究 

７）薬剤師の資質向上と医薬品登録販売者の社会的地位の確立と向上 

８）地方自治体との連携強化活動 

９）JAPANドラッグストアショーを通じた業界の重要性啓発を推進 

10）日本ヘルスケア協会と連携したドラッグストアの価値向上 

３．行事・イベント 

  １）第２３回ＪＡＰＡＮドラッグストアショーの開催 

    会   場：東京ビッグサイト 

    商 談 日：２０２３年８月１８日（金）～２０日（日）３日間 

一般公開日：２０２３年８月１９日（土）～２０日（日）２日間 

オンライン使用については検討中 

同時開催イベント： 

・食と健康アワード   ・薬剤師の資質向上に関するセミナー（認定薬剤師） 

・そらぷちキッズキャンプ企画 

   ・第１８回セルフメディケーションアワード発表 

・第１１回健康（セルメ）川柳コンクールの発表 

・その他  サンプル配布や各種セミナーの実施 
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